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研究の概要 

近年、低侵襲手術の必要性が高まる中で、従来

の大きな手術創で、経験ある外科医の「アンダ

ー・コントロール」による手術技術の習得はそ

の限界に達しており、新たなトレーニング方法

の導入が急務である。本研究プログラムは、米国

式ディクテーションと最新の 3D-CT 解析に基づ

く手術シミュレーションを活用し、外科医のデ

ィシジョン・メイキング能力及び手術技術の向

上を目指す。 

 

トレーニングプログラムは、ドライラボ、ウェッ

トラボ、ディクテーションの３つの要素から構

成されている。ドライラボでは複数の鏡視下シ

ミュレーターが利用され、ウェットラボでは摘

出ブタ心肺に着色ジェルを注入したモデルを用

い、実際に近い手術感覚を提供する。ディクテー

ションでは、胸部外科治療に関連するシナリオ

を用いて状況に応じた鑑別診断や手術手順の口

述を行い、学習者の対応を評価した。また、3D-

CT 解析ソフトを用いて事前に切除プランニング

を行い、それに基づく手術手順のシミュレーシ

ョンを実施した。 

 

これらのトレーニングでは、学習者の臨床能力

向上を目指すのみではなく、チーム内での「情報

共有」の重要性を学ぶ内容となっている。特に、

「言語化」と「可視化」を重視し、周術期治療に

関連するプレゼンテーション、ディスカッショ

ン、コミュニケーション、患者説明の基礎的能力

を身につけることができる。 

 

このようなテクニカルスキルとノンテクニカル

スキルの両者を学ぶことができるトレーニング

体制は、手術教育の改善に大きく寄与するもの

と考える。我々が行っているトレーニングプロ

グラムの概要、今後の展望などについて、以下の

学術誌に投稿し、発刊された。我々のプログラム

は大学病院やその他の医療教育機関で容易に導

入可能であるため、広範な外科医のトレーニン

グ向上に役立つものと期待している。 
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